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１．研究計画の概要 

無脊椎動物のコラーゲンには難溶性であ
るものが多いため、コラーゲンの可溶化率を
増すためにペプシンに代表されるプロテア
ーゼを用いた限定分解を行う。しかし、多く
の二枚貝類についてコラーゲンをペプシン
消化に供すると、α鎖の相対的減少が起こる
など、顕著な電気泳動パターンの変化を生じ
る。つまり、二枚貝類コラーゲンには三重ら
せん領域においてプロテアーゼ感受性部位
が存在するなど、他動物にはほとんど見られ
ない興味深い特性を有することが推測され
る。本研究では、これに関わる基礎的知見を
集積することを目的として、まずプロテアー
ゼ消化に供していない生来の構造をもつコ
ラーゲン（インタクトコラーゲン）ならびに
ペプシン可溶化コラーゲンを構成する各コ
ラーゲン分子種およびα成分を単離し、さら
に免疫化学的手法を用いて分解されるコラ
ーゲン分子種および構成α鎖の同定を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)ホタテガイ外套膜より生来の一次構造を
保持したインタクトなコラーゲン（塩酸グア
ニジン可溶性コラーゲン、GSC）を得た。電
気泳動分析により GSC を構成するα成分と
して少なくとも４種類（a、b、c、および d
鎖）が存在することが明らかとなった。複数
の pH 条件下におけるホスホセルロースカラ
ムクロマトグラフィーを行うことにより、a
鎖および b鎖の精製に初めて成功した。また、
c 鎖および d 鎖については同カラムクロマト
グラフィーにおける溶出挙動が極めて類似
していたため相互分離には至らず、両者を含
む混合物として回収された。これらの単離α
成分または混合物（c 鎖および d 鎖）につい

てアミノ酸組成分析を行った結果、いずれも
コラーゲンに特徴的な組成を示し、また a 鎖
および b鎖は互いに遺伝的に異なるα成分で
あることが示唆された。 
(2)ホタテガイ外套膜より既報の方法に従っ
て、ペプシン可溶化コラーゲン（PSC）を得
た。比較対照として用いたソデイカ皮膚 PSC
では、pH5～10 の範囲でほとんど溶解しなか
ったのに対し、ホタテガイ PSC では pH8～10
の範囲で高い溶解度を示した。ホタテガイ
PSC は酸性領域（pH2-3 付近）ではソデイカ
皮膚 PSC と同様高い溶解度を示した。これら
の結果は、ホタテガイ PSC が他種コラーゲン
の多くで溶解性が低い弱塩基性領域におい
て、良好な溶解性を持つことを示している。
未変性条件下のクロマトグラフィーで通常
添加される尿素（濃度 2M）の存在下において
pH6.8 および pH8.8 にて溶解性の検討を行っ
たところ、いずれの条件でもほぼ完全に溶解
することが分かった。ホタテガイ PSC に含ま
れる主要コラーゲン分子種については、これ
までクロマトグラフィーによる精製が困難
であったが、今後 2M 尿素存在下における
pH6.8～8.8 の条件を適用することにより完
全精製を目指す。  
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている 
（理由）コラーゲンまたは構成α成分のクロ
マトグラフィー精製（特に GSC を構成する
α成分の精製）について、その条件検討に想
定よりも多くの時間を要したため、現在達成
度としてはやや遅れている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 本研究の過程において、上にも述べたとお
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りホタテガイのペプシン可溶化コラーゲン
が弱塩基性 pH 領域にて特異的に高い溶解性
を有することが明らかとなった。この性質は
他の水産動物種由来のコラーゲンにはほと
んど見られない性質である。今後、他種二枚
貝類においてもこのような性質が見られる
かどうかを検証すると同時に、二枚貝類の未
変性コラーゲンの精製にこの性質を大いに
活用していく。さらに、ペプシン可溶化コラ
ーゲンを構成するα成分を単離して、GSC の
構成α成分との対応関係を明らかにする。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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